
有
田
川
町
消
防
出
初
式
を
次
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
有
田

川
町
消
防
団
の
勇
壮
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
1
月
10
日（
木
）
10
時
～

■
場
所
／
明
恵
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

［
有
田
川
町
中
井
原
７
３
８

−

２
］

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
法
隆
寺
金
堂
か

ら
出
火
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
壁
十
二
面
に

描
か
れ
た
仏
画
の
大
半
が
焼
損
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
文
化
財
建
造
物
は
大
多
数
が

木
造
で
あ
り
、
美
術
工
芸
品
も
木
、
紙
、

布
等
燃
え
や
す
い
材
質
に
よ
り
造
ら
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
常
に
火
災
に
よ
る
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
文
化
財
を
守
る

と
と
も
に
、
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
30
年
か
ら
、

法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
た
日
で
あ
る
1
月

26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
て
、

文
化
財
建
造
物
等
に
お
け
る
防
火
運
動
を

全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
有
田
川
町
で
は
、
平
成

25
年
１
月
27
日
に
観
喜
寺
（
観
喜
寺
）
お

よ
び
岩
倉
神
社
（
久
野
原
）
に
お
い
て
、

消
防
署
・
消
防
団
・
地
域
住
民
合
同
の
消

防
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
12
件

　

救　
　

急
…
…
1
1
0
5
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
18
件

（
平
成
24
年
11
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
等（
累
計
）

有
田
川
町
消
防
出
初
式

文
化
財
防
火
デ
ー

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

窒ち
っ

息そ
く（

気
道
異
物
）

窒
息
は
異
物
（
食
物
な
ど
）
が

口
の
中
や
喉
な
ど
に
詰
ま
り
、
息

が
で
き
な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

窒
息
を
起
こ
す
と
死
に
至
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
窒
息

の
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
、
窒
息
を
予
防
す
る
こ
と

で
す
。

飲
み
込
む
力
が
弱
っ
た
高
齢
者

な
ど
で
は
食
べ
物
を
細
か
く
き
ざ

む
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

苦
し
そ
う
、
顔
色
が
悪
い
、
声

が
出
せ
な
い
な
ど
、
異
物
に
よ
る

窒
息
で
あ
る
と
気
付
い
た
場
合
、

誰
か
に
１
１
９
番
通
報
を
依
頼
し
、

次
の
方
法
で
異
物
の
除
去
を
試
み

ま
す
。
な
お
、
傷
病
者
が
咳
を
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
咳
を
続
け

さ
せ
ま
す
。

傷
病
者
の
背
中
側
か
ら
腕
を
回

し
抱
え
る
よ
う
に
し
、
片
手
で
握

り
拳
を
作
り
、
傷
病
者
の
へ
そ
よ

り
も
上
で
み
ぞ
お
ち
の
下
方
に

当
て
ま
す
。
そ
の
拳
を
も
う
一
方

の
手
で
握
り
、
素
早
く
手
前
上
方

側
へ
圧
迫
す
る
よ
う
に
突
き
上

げ
ま
す
。

※
実
施
し
た
後
は
、
必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
や
乳
児
に
は
腹
部
突
き
上

げ
法
を
お
こ
な
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
次
の
方
法
（
背
部
叩
打
法
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
背は
い

部ぶ

叩こ
う

打だ

法ほ
う

手
の
ひ
ら
の

付
け
根
で
、
肩

甲
骨
の
間
を
力

強
く
連
続
し
て

た
た
き
ま
す
。

◎
反
応
が
無
く
な
れ
ば
、
た
だ
ち

に
心
肺
蘇
生
法
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
心
肺
蘇
生
中
に
異
物
が

見
え
た
な
ら
、
異
物
を
取
り
除

き
ま
す
。

平
成
24
年

消
防
出
初
式
の
様
子

◎
反
応
が
あ
る
場
合

○
腹
部
突
き
上
げ
法
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